





































































る会が大同団結して 1997 年 5 月 30 日に設立されたのが、「日本会議」である。その前日には
「日本会議国会議員懇談会」が作られ、2014 には、「美しい日本の憲法をつくる国民会議」が
組織されている。
第 1 次安倍晋三内閣が誕生したのは 2006 年 9 月 26 日。この「美しい国づくり内閣」は短
期間のうちに、教育基本法の改正、防衛庁の省への格上げ、そして国民投票法の制定までを
やってのけた。そして再登板した第 3 次内閣（2014 年）では、発足当初、閣僚 20 名中「日本























によれば、2010 年 4 月 14、彼らは徳島県教職員組合の事務所に乱入している。理由は、同組
合が四国朝鮮初級学校に 150 万円の寄付をしていたからだという。また 11 年 1 月 22 日には、
奈良県御所市にある水平社博物館に街宣をかけた。この時も彼らは、やはりヘイトスピーチ






























日本の国会・政府も重い腰をあげ、ようやく 2016 年 6 月 3 日付けで、「本邦外出身者に対
する差別的言動の解消に向けた取組の推進に関する法律」の公布にこぎつけた。ただしこれ
には罰則規定がなく、また、なぜ対象を「本邦外出身者」に限定するのかの説明はない。国
連人権委員会はこの２点について、改善の勧告をしている（18 年 8 月）。なお川崎市議会はこ






































































































































ト的な正義論を再構築したのだが、これに対しては K・J・アロー（Kenneth J. Arrow）や
A・セン（Amartya Sen）らの経済学者はもちろん、法学者、哲学者などからの文字通りの
「毀誉褒貶の嵐」（川本隆史［1997］）にさらされ、対応に追われることとなった。1971 年に刊





彼によれば、2017 年の大統領選挙を機にフランスの政治構図が大きく変わり、2022 の第 1 回

























































































バマ大統領より自由勲章（The Presidential Medal of Freedom）が贈られている。また同書
によれば、英領北アメリカに奴隷としてつれてこられた黒人たちが最初に上陸したのは、ハ
ンプトンのオールド・ポイント・コンフォート（Old Point Comfort in Hampton）だったと
のこと 25。






















ここで気になるのは、フィシュとアメリカ第一主義委員会（The America First Committee）
との関係である。訳者解説によれば、アメリカの若者を欧州の戦争に参加させないために、










































































定められたのは 1966 年のこと。1989 年の「みどりの日」が「昭和の日」と衣替えしたのが
2007 年。「海の日」（1996 年）と「山の日」（2016 年）ができて、由来を探るのがいささか困
難になる。「昭和の日」のように意味を明示してくれたほうが有難い。ここまで、「建国記念
日」を別にすれば、すべてが「歴史戦」論者の戦果、とはいい切れない。





















































































































































2019 年の初等学校 6 年生用の教科書『社会』に掲載された、強制労働に動員された工夫たち











































































































争に関心を寄せているが、これについての詳細は Rawls［2005］の第 9 講（pp.372-439）および Finlayson
［2019］を参照されたい。























24　Ｗが英語ではなぜか VV ではなく、UU と読まれていることも付言しておこう。





28　『毎日新聞』2019 年 10 月 29 日号、および Dezaki［2019］を参照。


























43　田村紀之［2012］、とくに第 10 章と 11 章を参照 .









登録２周年を機に 2019 年 10 月 30 日、「誠信交隣」の精神に立ちかえって日韓の関係修復をはかろうと誓
いあったもの。韓国教育財団が実施している韓国語能力試験（TOPIK）の申し込み者が、若い世代を中心
に急増しているというニュースは、『日本経済新聞』2019 年 12 月 4 日号による。また川崎市議会は 19 年
12 月 12 日、罰金刑を含むヘイトスピーチ規制条例を可決した。施行は 2010 年 7 月から。詳しくは『毎日
新聞』および『東京新聞』の 2019 年 12 月 13 日号を参照。
50　Tamura［2008］。
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